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＜患者様連絡事項＞

・小笠原　久年様～12月31日から２泊の予定で外泊へ出かけられていますが、16：50御家族より電話があり、本人が調子悪く帰院したいとの希望あり、17：35保護者と一緒に帰院される。その際、昼食後薬は服用したと母様より情報がある。
スタッフが薬袋を確認すると、12月31日の昼食後薬が残っているのを発見する。そのため準夜スタッフが服用させている。1月1日深夜交代時深夜スタッフが与薬カート確認時にセットミスがあることに気付き確認しセットを行う。セットした際に「1月2日の昼食後薬」がないことを発見している。準夜スタッフへ確認し、御家族より昼食後薬服用したとの情報であったが薬袋を確認すると12月31日の昼食後薬が残っているのを発見し、服用させたとの事。そのため二重服薬の可能性がある為、薬袋を確認するが、1月２日の昼食後薬が入っていないため、２重服薬が判明している。

上記の件について報告し、当直医への報告するよう指示を受け、1:50　　　　　　上記の内容と共にバイタルサイン測定、状態報告を当直医(院長先生)にする。様子観察とし、規則正しい生活が必要であるため早めに入床させるように、起床時バイタル測定の指示受ける。以後、バイタル異常なし。夜間は3時間ほどの睡眠であること日直医の田名部Drへ報告し、朝食後薬もそのまま服薬させて良いとの指示受けている。10:40主治医へ上記について電話連絡している。不足分の1月2日の昼食後薬は日直医である田名部Drより指示をもらうよう指示を受け処方して頂いています。引き続きバイタル測定し、身体状態の観察を十分にしていきましょう。

・中川原　義雄様～12月17日 (土)、家族への暴力行為あり、警察官に付き添われ当院を受診し、東Aユニット9号室へ医療保護入院、不穏、興奮状態あり、突発的な暴力行為の可能性ある為、安ヶ平Dr指示にて終日隔離開始。12月30日、安ヶ平Ｄｒ診察し、興奮、不穏状態はみられない事から13：00終日隔離から時間隔離（21：00～8：00）へ変更となっていました。終日隔離解除後は、

多弁さや他患者様への干渉はみられていたもののトラブルとなることなく過ごすことができていましたが、本日13:50他患者様への過度な干渉と介入したスタッフへの暴力行為あり。その後も興奮状態続いた為、日直医である院長先生へ報告。指示にて14:00終日隔離開始となっています。隔離室入室後も興奮治まらず、壁やドアを叩く・大声で叫ぶといった行為続いています。年末年始のスタッフ状況を、主治医に説明して、充分な症状の鎮静を確認していただいた上で介助してもらうべきだったと院長より指摘がありました。

　易刺激性強いため、少しずつ退室時間を設け時間隔離などへつなげていくようにしましょう。

　　　












